
この教材について

『英語の読み書きドリル』は，学習したことを試すための教材ではありません。本書に取り組む過程で，アルファベッ

ト，ヘボン式ローマ字，音とつづりの関係について学習し，身につけていくことを目的としています。

本書を指導することを通して，先生方にはアルファベット，ヘボン式ローマ字，音とつづりの関係について知り，英
語力やそれらを指導する力を養っていただきたいと思っています。この教師用指導書を参考に，発音のポイントにつ
いて知ったり，15分を効果的に活用するための時間配分をしたり，添削や評価のしかたについて工夫したりしましょ
う。

この教材の使い方

  机間指導をしっかり行い，まちがいやすい文字をチェックしたり，個人の書き方の癖を指導したりしましょう。
  答え合わせは○×をつけるにとどまらず，児童に深く理解させられるよう丁寧に指導しましょう。
  友達とチェックさせ合うときは，お互いに本を交換させ，気付いたことを伝え合わせたり，問題を出し合わせた
りすることで，児童に「みんなで楽しく学習し，スキルを身につける」という意識を持たせることが効果的です。
  ｢終わったらやろう」は，各大問で早く終わってしまった児童のための追加問題としてお使いください。

解答 ＆ 教師用指導書



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

Aa Bb Cc Dd Ee

Ff Gg Hh Ii Jj

Kk Ll Mm Nn Oo

Pp Qq Rr Ss Tt Uu

Vv Ww Xx Yy Zz

Aaから Zzのアルファベットを正しく書けるようになろう。書き順と書く位置に気をつけよう。

4線とぶつかるところまで，
しっかり大きく書きましょう。

また，見た人が読みやすい，きれい
なアルファベットを書くために，書
き順にも気を付けましょう。

Vは，一筆で書くと大文字の場合は
U，小文字の場合は rに似た形になっ
てしまいやすいため，2画に分けて
しっかり書きましょう。

C fC f

この教材の活用方法
について話す（指導書 p.1 参照）1

大問 1をさせる3

A/aから Z/zまでの
発音を確認する2

A :「エー」ではなく「エイ」。
F :「フ」は下唇を軽く噛んで息を出す。
　　少し長めに息を出して練習させる。

J :「ジェー」ではなく「ジェイ」。
K :「ケー」ではなく「ケイ」。

小文字はより丁寧に指導する。

b : 大文字の Bの上の部分
が消えた形。

d : aの背が高い形。

h : 大文字の Hの上の部分
が消えた形。

g j p q y : 

一番下の線までしっかり伸ばす。

指導
の手順

アルファベットは，上から下（↓），
左から右（→）に書くのが基本です。

E
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あいさつ・
この教材の使い方

3 分

大問1（・2） 9 分

友達とチェック 2 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

H

W
1 32 4

V
1 2



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

Aa Bb Cc Dd Ee

Ff Gg Hh Ii Jj

Kk Ll Mm Nn Oo

Pp Qq Rr Ss Tt Uu

Vv Ww Xx Yy Zz

Ee

Oo

acemnorsuvwxz
acemnorsuvwxzacemnorsuvwxz

bdfhkl bdfhkl bdfhkl

gpqy gpqy gpqy

it it it it

j j j j

アルファベットの小文字の「高さのちがい」を理解し，正しい位置に書けるようになろう。

大問 1をさせる1

友達とチェックさせ合う2

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 6 分

友達とチェック 3 分

大問2 3 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

⑴ アルファベットには「高さのちがう
文字」があることに気付かせ，それ
ぞれを理解させる。

⑵ 高さに気を付けて，丁寧にきれいに
書かせる。

⑶ 机間指導をしながら，雑に書いてい
る児童，癖のある文字を書いている
児童に，しっかり丁寧に書くよう指
導する。

a m gwu

a m u w g q

残り7分になったら，近くの友達と本を
交換させ，チェックさせ合う。

丁寧にマルつけをして，友達がまち
がったところや気付いた癖などを伝
えてあげましょう。

ABC SONG　 を
歌ってもよい★

時間があれば，大問1を参考に，高さに
気を付けて aから zまでを書かせる。答
え合わせは不要。

時間があれば
大問 2をさせる3



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

pet milk

whitesun

magnet piano jacket

computerdragonfly

bag

flower

小文字を正しい位置に書くことができるか確認しよう。あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 5 分

先生と答え合わせ 2 分

大問2（・3） 3 分

友達とチェック 2 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

大問 1をさせる1

大問 2をさせる2

友達とチェックさせ合う3

， ， を3分程度で行わせる。

近くの友達と本を交換させ，お互いに
チェックさせ合う。

⑴ ～ の単語を確認する。
⑵ 4 線の正しい位置にきれいに書き写
すことを確認してから始めさせる。

⑶ 机間指導をしながら児童のまちがい
を正す。

⑷ 4 分経ったら本を友達と交換させ，
担任が黒板に書く文字をしっかり
チェックさせる。黒板に引いた4線（も
しくは1線）の上に，正しい書き順
でお手本を書いていく。

指導
の要点

の pや の gは一番下の線まで伸
びていますか？ の hのタテ棒はき
ちんと一番上から書けていますか？
nのようになっていませんか？ 

友達のためによく見てチェックしま
しょう。気付いたことは一言
書いてあげましょう。

pet bag white

pet petまたは



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

G A L M Q V D B

M K H R N F J L

pet milk

whitesun

magnet piano jacket

computerdragonfly

bag

flower

大問 3をさせる3

大問 2をさせる2

大問 4をさせる4
同じ要領で，お互いに問題を出させる。

⑴ 指導書の解答部分に書かれているア
ルファベットを順に読み上げ，児童
に大文字を書かせ，ペアになる小文
字と線で結ばせる。

⑵ ～ が終わったら，答え合わせを
する。

⑶ ～ も同様に行う。

友達とお互いに1つずつ問題を出し合う
よう指示する。

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

ABC SONGを歌う 1 分

大問2・先生と答え合わせ 5 分

大問3・4
・友達とチェック

6 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

ABC SONG　 を歌う1

Number one.  G [dʒíː].  G [dʒíː].
Write the letter and draw a line

to the small letter.  OK?

                        数秒
Now, number two.  A [éi].  A [éi].

例えば，問題を出すほうの人が
“Number one. N. N.”と言ったら，
出されたほうの人も出したほうの人
も， の解答欄に大文字で Nと書き，
小文字の nと線で結びましょう。
まで出来たらお互いにチェックし合
いましょう。

出題のしかた

指示の出しかた

“Number one.  What alphabet?”
とたずね，黒板に大文字を書く。そ
の下に小文字を書き，正しく線で結
べているかを確認させる。

答え合わせのしかた

先生や友達が言うアルファベットの音を聞いて，正しいアルファベットが書けるようになろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　相手に伝わるアルファベットの発音ができているか確認しよう。



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

h p s b o a d q

w t k g l m n f

大問 3をさせる3

大問 2をさせる2

大問 4をさせる4
同じ要領で，お互いに問題を出させる。

⑴ 指導書の解答部分に書かれているア
ルファベットを順に読み上げ，児童
に小文字を書かせ，ペアになる大文
字と線で結ばせる。

⑵ ～ が終わったら，答え合わせを
する。

⑶ ～ も同様に行う。

友達とお互いに1つずつ問題を出し合う
よう指示する。

指導
の手順

ABC SONG　 を歌う1

Number one.  h [éitʃ].  h [éitʃ].
Write the letter and draw a line

to the capital letter.  OK?

                          数秒
Now, number two.  p [píː].  p [píː].

例えば，問題を出すほうの人が
“Number one. u. u.”と言ったら，
出されたほうの人も出したほうの人
も， の解答欄に小文字で uと書き，
大文字の Uと線で結びましょう。
まで出来たらお互いにチェックし合
いましょう。

出題のしかた

指示の出しかた

“Number one.  What alphabet?”
とたずね，黒板に小文字を書く。そ
の下に大文字を書き，正しく線で結
べているかを確認させる。

答え合わせのしかた

あいさつ・今回のめあて 2 分

ABC SONGを歌う 1 分

大問2・先生と答え合わせ 5 分

大問3・4
・友達とチェック

6 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

先生や友達が言うアルファベットの音を聞いて，正しいアルファベットが書けるようになろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　相手に伝わるアルファベットの発音ができているか確認しよう。



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

yellow
white
gold

purple
gray
blue

silver
pink
orange

Tt
Ee
Bb
Ff
VvSs

Gg
Ll
Aa
Xx
Pp

Mm
Qq
Rr
Oo
Hh

Zz
Ww
Cc
Ii
Dd

Kk
Jj
Yy
Nn
Uu

［記入例］

［記入例］

h p s b o a d q

w t k g l m n f

大問 1をさせる1
 ビンゴカードを準備させる。
⑴ ビンゴカードに，適当なアルファベッ
トを選んで書き込ませる。

⑵ カードの枠数が25であるのに対して
アルファベットは 26 あるため，使
わなかったペアが 1つ出てくる。そ
れを選択肢の下にある枠の中に書く
よう指示する。

 ビンゴゲームをさせる。
⑴ 児童に，教室内を歩き回りながら友
達とビンゴゲームをするよう指示す
る。

⑵ 時間がきたら着席させる。
⑶ クラスに向かって，何列ビンゴでき
たかをたずね，一番多かった児童が
チャンピオンとなる。

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1（・2） 12 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

1 つの枠の中に，大文字と小文字の
両方を書きましょう。

d
c B

Aa Dd
Cc Bb

A

How many Bingos did you get?  

One?  Good!

Two? Good Job!

Three?  Wow!  Great!

Four?  You’re the champion!!

大問 2をさせる2
時間があれば，同じ要領で大問2を行う。

アルファベットビンゴゲームをして楽しもう。アルファベットを書いたり言ったりできるように
なったと実感しよう。



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

MELON

PENCIL

ZEBRA

HOUSE

EIGHT

JACKET

SNOWMAN

EGGPLANT

MOUNTAIN

BASKETBALL

b h k j q

M D F P L

大文字と小文字を自由に使いこなせるか確認しよう。あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1（・3） 7 分

友達とチェック 2 分

大問2・先生と答え合わせ 3 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

今回のめあてを確認する1

大問 1をさせる2

大問 2をさせる3

今回からは，大文字と小文字を自由に使
いこなせるようにする練習に入る，とい
うことを確認する。

黒板に 4線（または 1線）を引き，児童
を指名して答えを書かせる。

⑴ ～ の単語の意味を確認する。
⑵ ～ までまとめて書かせてから答
え合わせをするか，途中で止めなが
らするかは，児童の様子によって判
断する。

⑶ 机間指導をしながら，書く位置・書
き順をチェックしてまわる。

【特にまちがいやすい文字】

⑷ 友達と本を交換させ，お互いにチェッ
クさせる。

指導
の手順

どうしてもわからなければ，巻末の
アルファベット表を見ても構いませ
んが，力をつけるためにはできるだ
け見ないようにしましょう。丁寧に
書くよう心がけてね。

友達の書いた文字をしっかりチェッ
クしてあげましょう。まちがいや癖
があるときは，コメントを書いてあ
げると親切ですね。

IPPUU



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

sun

ant

onion

rain

music

horse

computer

jellyfish

butterfly

notebook

E

R

h

I

b

j

MELON

PENCIL

ZEBRA

HOUSE

EIGHT

JACKET

SNOWMAN

EGGPLANT

MOUNTAIN

BASKETBALL

b h k j q

M D F P L

大文字と小文字を自由に使いこなせるか確認しよう。 あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 7 分

友達とチェック 2 分

大問2 2 分

友達とチェック 1 分
まとめ 1 分

0

5

10

15

大問 1をさせる1

大問 2をさせる2

⑴ ～ の単語の意味を確認する。
⑵ ～ までまとめて書かせてから答
え合わせをするか，途中で止めなが
らするかは，児童の様子によって判
断する。

⑶ 机間指導をしながら，書く場所・書
き順をチェックしてまわる。

【特にまちがいやすい文字】

⑷ 友達と本を交換させ，お互いにチェッ
クさせる。

指導
の手順

小文字は，大文字とちがって文字に
よって書く位置がちがうので，ゆっ
くり丁寧にマル付けをしてあげま
しょう。気付いたことがあれば，コ
メントを書いてあげましょう。

小文字の bと dは，向きをまちがい
やすいのでよく注意しましょう。

i gg p p

f h

～ まで終わったら，近くの友達と答
え合わせをさせる。



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

hot
cold
happy
hungry
sad
sleepy

単語探しゲームに挑戦しながら，アルファベットを使いこなそう。

大問 1をさせる1

大問 2をさせる2

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 5 分

大問2 7 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

⑴ ～ の単語の発音と意味を確認す
る。

⑵ それぞれの単語を小文字で書きかえ
たら，右のパズルの中からそれらの
単語を探して で囲むよう指示
する。

⑶ 黒板に 4線（または 1線）を引いて
～ の単語を小文字で書き，児童が
正しく書けているか確認させる。

⑷ 正しく で囲めているか，近く
の友達とお互いにチェックさせる。

⑴ 5 つの単語を確認し，指示に従って
パズルを作らせる。机間指導をしな
がら児童を支援する。

⑵ できた児童から友達と本を交換させ，
問題を解かせ合う。

⑶ ⑵が終わった児童には，まだ出来上
がっていない友達の手伝いをするよ
う伝える。

タテ，ヨコ，ナナメのどの向きに書
いても構いませんが，単語が途中で
曲 が っ た り，
右から左に書
いたりはしな
いようにしま
しょう。

s

t a r

t r a e h

[hάt] 暑い，熱い

[kóuld] 寒い，冷たい

[hǽpi] 幸せな

[sǽd] 悲しい

[hʌngri] 空腹の

[slíːpi] 眠い

[stάːr] 星形 [hάːrt] ハート形 [tráiæŋgl] 三角形

[dái(ə)mənd] ひし形 [skwéər] 四角形，正方形



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

a   b   c   d   e   f   g   h   i   j   k   l   m

A  B   C  D  E   F   G  H  I   J   K  L  M

n   o   p   q   r   s   t   u   v   w   x   y   z

N  O  P  Q   R  S   T   U  V  W  X  Y   Z

W D M F L V R

n b f g q d e

X h N a G m Y

hot
cold
happy
hungry
sad
sleepy

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1・友達とチェック 4 分

大問2 3 分

大問3 5 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

大問 1をさせる1

大問 3をさせる3

大問 2を
児童と一緒に確認する2

⑴ 大文字と小文字を丁寧に書かせる。
⑵ 友達とお互いにチェックさせ，気付
いたところを伝え合わせる。

まちがいやすい文字を， ～ まで一つ
ずつ確認していく。
 書き始めの向きがすべて同じだとい
うことに気付かせる。

 曖昧に書いた文字を黒板に示し，「こ
れでは，どのアルファベットを書い
たつもりなのかわかりませんね」と言
いながら注意を促す。
 特にいい加減に書いてしまいがちな
文字なので，よく注意させる。

3段目を出題する際は，「大文字の X」「小
文字の h」のように伝える。児童を前に
出して黒板に書かせてもよい。

指導
の手順

今日でアルファベットの学習は終わ
りです。しっかり復習しましょう。

a  d  g  q

これまでに習ったアルファベットの注意事項を思い出しながら，きれいにアルファベットが書けるように
なったことを確認しよう。



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

Yamazaki Daichi Nakayama Shiho

Kajimoto Shota Fukatsu Haruka

［例］ ［例］

［例］ ［例］

ローマ字とは何のためにあるか，ヘボン式ローマ字を書くときのルールは何かを知ろう。

ヘボン式ローマ字に
ついて説明する1

大問 2を書かせる3

「ローマ字を書くときの
ルール」を説明する2

⑴ 　　　　の囲みの内容を説明する。
⑵ 例として「土田」という姓を黒板に書
き，具体的に理解させる。

⑶ 赤ペンやマーカーで，ヘボン式で変
わるローマ字に印をつけさせる。

　 （表の中の，色が薄くなっている文字）

ヘボン式ローマ字できちんと書けている
か，机間指導をする。

指導
の手順

国語で習った書き方で書くと
「Tutida」になりますが，外国人がこ
れを読むと「トゥティダ」になってし
まいます。「ツ」の音には「s」の音が
隠れていますよね。だから「tsu」と
なります。

「ゆか」も「ゆうか」も，ローマ字で書
くと「Yuka」になります。自分の名
前の正確な読み方を相手に伝えたい
ときは，Please call me “Yu-u-ka.”
と言うといいですよ。

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1
（ローマ字についての説明）

8 分

大問2 4 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

訓令式でも「du」ではなく「zu」と示されている場合が多いため，ここでは色を薄くしていません。



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

shi
shi chi tsu fu ji ji sha shu

chi tsu fu ji ji sha shu sho
sho

cha
cha chu cho ja ju jo

chu cho ja ju jo

judo

Tokyo

karate

Kyoto

sashimi

Asakusa

sushi

Nippon

Sugiyama Yosuke Akita Yuko［例］ ［例］

Yamazaki Daichi Nakayama Shiho

Kajimoto Shota Fukatsu Haruka

［例］ ［例］

［例］ ［例］

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 5 分

大問2・先生と答え合わせ 7 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

大問 1を書かせる1

大問 2を書かせる2

⑴ 左ページのローマ字表を見ながら，
ヘボン式ローマ字を復習する。

⑵ 訓令式とヘボン式で異なる表記をす
る文字を確かめながら，2回ずつ書
いて練習させる。

指導
の手順

⑴ ～ までまとめて書かせてから答
え合わせをするか，途中で止めなが
らするかは，児童の様子によって判
断する。

⑵ 机間指導をしながら，書く位置・書
き順・ヘボン式表記をチェックして
まわる。

ヘボン式ローマ字で，自分の名前・日本の有名な地名・日本のものを表す語などを書けるようになろう。



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

vampire

skeleton

candy

spider

witch

lollipop

bat

black cat
［記入例］

ghost

ハロウィンに関連する言葉を読んだり書いたりしよう。あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 4 分

大問2
（カード作り　    3 分）
（ビンゴゲーム　 5 分）

8 分

（3 分）
（5 分）

まとめ 1 分

0

5

10

15

ハロウィンについて
説明する1

大問 2をさせる3

大問 1をさせる2
⑴ それぞれの単語の発音を確認する。
⑵ 絵と単語を線で結ばせる。
⑶ みんなで答え合わせをする。

キリスト教の教派の1つであるカトリッ
ク教会において，11 月 1 日は「諸聖人
の日（万

ばん

聖
せい

節
せつ

）」と定められており，日本
でいう「お盆」のように，死者の魂がこの
世に戻ってくるとされている。その際に，
悪
あく

霊
りょう

や魔物も一緒にやってくると考えら
れているため，それらを追い払うために，
諸聖人の日の前夜（10月 31 日）にラン
タン（提

ちょう

灯
ちん

）をつけたり怖いものに仮装し
たりするのが習わしとなっている。

Hallowは「聖人」のことで「諸聖人の日」
を All Hallow’s Dayといい，その「前夜
（even）」という意味の Hallow’s even

が短縮されて，現在はHalloweenとなっ
ている（諸説あり）。

⑴ 大問 1で扱った単語を使ってビンゴ
カードを作成させる。

⑵ に沿って活動させる。

⑶ 時間がきたら着席させ，全部で何方
向にそろったかを確認する。

指導
の手順

“What Halloween character do 

you like?” “I like ~.”のように会話
をしましょう。

How many Bingos did you get?  

One?  Good!

Two? Good Job!

Three?  Wow!  Great!

Four?  You’re the champion!!

[bǽt] コウモリ

[lάlipɑp] 棒付きの飴

[góust] 幽霊

[spáidər] クモ

[blǽk kǽt] 黒ネコ

[dʒǽkəlæntərn] ハロウィンのカボチャの提灯

[vǽmpaiər] 吸血鬼

[wítʃ] 魔女

[mʌmi] ミイラ

[skélətn] 骸骨

[kǽndi] キャンディー



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

a e

e

i ua e i

u o aa

i o u

e o o u a

vampire

skeleton

candy

spider

witch

lollipop

bat

black cat
［記入例］

ghost

アルファベットの「音
おと

読み」について理解し，a，e，oの3つの母
ぼ

音
いん

をマスターしよう。

音とつづりの関係に
ついて説明する1

大問 1をさせる2
⑴ DVDにしたがって進める。
⑵ 「先生といっしょに」は，DVDを流し
ながら 1問ごとに答えを書かせる。
終わったら答え合わせをする。

⑶ 「ひとりでトライ」は，DVD で
～ の単語をすべて聞かせてから，
DVD を一時停止して答えを書かせ
る。終わったら答え合わせをする。

⑷ DVDを再生し，「もっとチャレンジ」
を同様に進める。

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

音とつづりの関係
についての説明 3 分

大問1（・2）

・先生と答え合わせ
9 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

TIME SCHEDULE
0

5

10

15

⑴ 漢字に音読みと訓読みがあるように，
アルファベットの文字には「アルファ
ベット読み」と「音

おと

読み」があ る。

 例えば，aは[éi]と発音する場合と，
[æ]と発音する場合がある。

 【例】 [éi] … April（4月）

  [æ] … apple（リンゴ）

⑵ アルファベットの音は，母
ぼ

音
いん

（ア・イ・ウ・
エ・オに近い音）と子

し

音
いん

に分けられる。

漢字                      アルファベット

読み」があ る。

板書のしかた

音オン
おと

ね

a アエイ

  母音    a  i  u  e  o
  子音

に分けられる。

板書のしかた

a  i  u  e  o  以外

教師：Let’s check the answers.

 Number six.  What’s this?

児童：Jet!

教師：Yes. What alphabet?

児童：E!

教師：That’s right!

（黒板に4線を引いて jetと書く）

Yes. What alphabet?

DVDの使い方の詳細をご覧になりたい場合は，LEVEL 1 の教師用指導書 p.25 をご参照ください。

答え合わせのしかた



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

e e o o a

e o e u i

o i e ao

母
ぼ

音
いん

のちがいに気付き，正しくつづれるようになろう。

本時のアルファベット
を確認する1

大問 2をさせる3

大問 1をさせる2
日本語（カタカナ語）では同一に「ア」と
発音している母

ぼ

音
いん

でも，英語では2種類
の音がある。
・cap，map，apple →［æ］
・cup，umbrella 　→［ʌ］

同様に，日本語では同一に「オ」と発音し
ている母音でも，英語では3種類の音が
ある。
・mop，pot，box 　→［ɑ］
・monkey 　→［ʌ］
・corn  　→［ɔ］

DVDの音をよく聞き，それぞれのちが
いを声に出して体感させる。

DVDで，a，e，i，o，uの音を練習させる。

p.15と同じ要領で，DVDにしたがって進
める。

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 5 分

大問2（・3）

・先生と答え合わせ
7 分

まとめ 1 分

0

5

10

15



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

a

i

o

a

i

u

i

o

i

e e o o a

e o e u i

o i e ao

Magic eの役割を知り，法則にしたがって読んだり書いたりしてみよう。

Magic eについて
説明する1

大問 2をさせる3

大問 1をさせる2
児童に読み方を考えさせながら，1つず
つ進めていく。

⑴ DVDで ～ の単語をすべて聞かせ
てから，DVDを一時停止して答えを
書かせる。

⑵ 机間指導をしながら，担任が 1文字
ずつ音読みで発音して聞かせる。

 （ の場合［l］［ai］［k］のように）
⑶ 答え合わせをする。

Magic eとは，単語の末尾にあって発
音しない eのこと。直前の母

ぼ

音
いん

をアル
ファベット読みに変化させる役割を持っ
ている。

※ eで終わる単語すべてがこの法則に当
てはまるわけではない。

⑴ アルファベットの文字には「アルファ
ベット読み」と「音

おと

読み」があること
を再確認する。

⑵ 「『Magic e』って？」の解説部分を使っ
てMagic eについて説明する。

指導
の手順

1 つ 1つの文字を声に出して読んで
いきましょう。（黒板にsnakeと書き）
最初の sは［s

ス

 ］，次の nは［n
ヌ

 ］，そし
てその次の母音 aは最後にMagic e
があるから［æ］ではなく［ei］，その
あとの kは［k

ク

 ］，そして最後の eは
発音しませんね。だからつなげて読
むと［s］［n］［ei］［k］で「スネイク」
ですね！

あいさつ・今回のめあて 2 分

Magic eについての説明 5 分

大問1 2 分

大問2・先生と答え合わせ 5 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

[n][ei][m][---]

[f][ai][r][---]

[n][ou][z][---]

[k][ei][s][---]

[l][ai][k][---]

[k][juː][b][---]

[t][ai][m][---]

[r][ou][p][---]

[k][ai][t][---]



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

e o i u a e e

u a a a ue

e

e o iea

o a a i i

母
ぼ

音
いん

a，e，i，o，uとつづりの関係をマスターしよう。

大問 1をさせる1

大問 2をさせる2
⑴ 図形を黒板に書きながら，単語の発
音を確認する。

star［stάːr］
oval［óuvəl］
triangle［tráiæŋgl］
circle［səːrkl］
hexagon［héksəgɑn］
diamond［dái(ə)mənd］
rectangle［réktæŋgl］
square［skwéər］

⑵ 単語と図形を線で結ばせる。

p.15「ひとりでトライ」と同じ要領で進
める。DVDの音声を聞きながら書き込
まないよう注意を促してから始める。

指導
の手順

長い単語は難しそうですが，音を 1
文字ずつ考えてみると
わかりますよ。

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 9 分

大問2 3 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

（星形）

（楕円形）

（三角形）

（円形）

（六角形）

（ひし形）

（長方形）

（正方形）



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

p b g b g c p

g p p k b c b k

k q p g b b

e o i u a e e

u a a a ue

e

e o iea

o a a i i

子音について説明する1

大問 1をさせる4

本時のアルファベット
を確認する2

DVDにしたがって進める。

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

子
し

音
いん

についての説明 4 分

大問1（・2） 8 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

DVDで p，b，g，c，k，qの音を練習
させる。

アルファベットの中で，母
ぼ

音
いん

a，i，u，e，
o以外のものを子音という，ということ
を説明する。

「子音ってどんな音？」を
児童と一緒に確認する3

⑴ 日本語は，ローマ字表記を見るとわ
かるように「子音＋母音」で成り立っ
ている。

⑵ 英語は，子音のあとに母音が来ない
場合も多く，その場合の発音は子音

4 4

のみ
4 4

で終わる。

 【例】map（地図）
 日本語発音：mappu

 英語発音　：map

 日本語発音の最後にある「u」のよう
な母音を発音しないよう注意させる。

⑶ 上記のことを意識させながら発音さ
せる。

　　　　子音　　母音
「カ」
「キ」
「ク」
「ケ」
「コ」

板書のしかた

k
k
k
k
k

a
i
u
e
o

アルファベットの「子
し

音
いん

」について理解し，子音 pと bをマスターし，正しくつづれるようになろう。↑

1つの音が「子音+母音」で成り立っている日本語とちがい，
英語は「子音」で終わることが多いということに気付こう。



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

m n t t d

n n d m n n m t

m n d n m n t n

m n t d d d m n t nm n

子
し

音
いん

m，n，t，gをマスターし，正しくつづれるようになろう。

本時のアルファベット
を確認する1

時間が余ったら★

大問 1をさせる2

m，n，t，dで始まる単語を言わせてみ
るのも楽しい。

【例】
m math

 melon

 Mexico

 milk

 mother

 morning

n nature

 night

 no

 noodle

 notebook

 nurse

t taxi

 tea

 telephone

 television

 test

 tiger

d department store

 desk

 dictionary

 dinner

 doctor

 dream

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1（・2） 12 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

DVDでm，n，t，dの音を練習させる。

DVDにしたがって進める。

どんなに長い単語でも，1つずつゆっ
くり音を確認していけば，読んだり
書いたりできるんだね。

（算数，数学）

（メロン）

（メキシコ）

（牛乳）

（お母さん）

（朝）

（自然）

（夜）

（いいえ）

（めん類）

（ノート）

（看護師）

（タクシー）

（お茶）

（電話）

（テレビ）

（テスト）

（トラ）

（デパート）

（机）

（辞書）

（夕食）

（医者）

（夢）



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

r l f v h

v l f h r

h v r f r l v

m n t t d

n n d m n n m t

m n d n m n t n

m n t d d d m n t nm n

子
し

音
いん

r，l，f，v，hをマスターしよう。日本語にはな　　　　　　　　い音に慣れよう。

本時のアルファベット
を確認する1

大問 2をさせる3

大問 1をさせる2
DVDにしたがって進める。

⑴ DVDを再生し，リスニングクイズを
させる。

⑵ まで終わったら答え合わせをする。

指導
の手順

fと vは，口の形は同じですが，fは
息だけを出し，vは声も出す，とい
うちがいがあります。

DVDからは，
Number one.  Bed.  Bed.
                                   5秒
Number two.  Fat.  Fat.
                                 5秒
のように音声が流れるので，児童に
は単語が 2回聞こえたあとの 5秒間
で正しいほうを で囲ませる。

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 9 分

大問2（・3）
・先生と答え合わせ

3 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

DVDで r，l，f，v，hの音を練習させる。

r : 舌を丸める。

l : 舌を上の前歯の裏につける。

問題の進めかた



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

s z w J x

y z w s x y s

w s s j y w w

子音 s，z，j，y，w，xをマスターしよう。日本語の音との細かなちがいに気付こう。

本時のアルファベット
を確認する1

大問 2をさせる3

大問 1をさせる2
DVDにしたがって進める。

⑴ 近くの友達と教え合ったり相談し
合ったりさせながら活動させる。

⑵ 答え合わせをする。

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 9 分

大問2・先生と答え合わせ 3 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

DVD で s，z，j，y，w，xの音を練習
させる。

sと zは，口の形は同じですが，sは
息だけを出し，zは声も出す，とい
うちがいがあります。

1文字ずつ声に出しながら，
音をつないでいきましょう。

[mάp]

[hélikɑptər] [άktəpəs] [bǽskitbɔːl] [kάːr]

[spáidər] [láiən] [kǽndi] [pénsl]



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

pink

pig

grapes

ant

sixty

t n

a d

h n d

s t r

p

n i n

s z w J x

y z w s x y s

w s s j y w w

単語探しゲームに挑戦しながら，音とつづりの関係を理解できたか実感しよう。

大問 1をさせる1

大問 2をさせる2

⑴ まずは絵を見て，単語を小文字で書
かせる。正しい書き順で正しい位置
に書けているか，机間指導をして確
認する。

⑵ 右のパズルの中から，単語を探して
で囲ませる。

⑶ 時間が来たら隣の友達と本を交換さ
せ，お互いにチェックさせ合う。

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1・友達とチェック 5 分

大問2 7 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

⑴ まずは絵を見て，単語を完成させる。
⑵ 5 つの単語を，右のパズルの好きな
場所に小文字で埋めさせる。

⑶ 残ったマスに，任意のアルファベッ
トを小文字で入れて完成させる。

⑷ できた児童から友達と本を交換させ，
解かせ合う。

タテ，ヨコ，ナナメのどの向きに書
いても構いません
が，単語が途中で
曲がったり，右か
ら左に書いたりは
しないようにしま
しょう。

t

e n

d n a h



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

u a i o e

g do l

w

s

d

w

i

n

o

m

n

o

w

a n

t

n

m

p

o

h

t

a

d ke s

z oe r

s lm ei

単語を作るゲームに挑戦しながら，音とつづりの関係を理解できたか実感しよう。

大問 1をさせる1
指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 2 分

大問2 4 分

大問3 6 分

先生と答え合わせ 1 分

0

5

10

15

「母
ぼ

音
いん

と子
し

音
いん

を確認しよう」
で音を確認する2

aから zまで1文字ずつ，「アルファベッ
ト読み」と「音

おと

読み」をおさらいする。

上の段の左からいきましょう。
[éi]---[æ]，[íː]---[e]，[áı]---[i]，
[óu]---[ɔ]，[júː]---[ʌ]。
この 5つは母音でしたね。では下の
段にいきます。[bíː]---[b]，…

上の段の左からいきましょう。

音読み
[b] [k] [d] [f] [g] [h] [dʒ] [k] [l] [m] [n] [p] [k] [r] [s] [t] [v] [w] [ks] [j] [z]

児童と一緒に，それぞれどんな単語にな
るかを絵を見て1つずつ確認しながら進
めていく。

大問 2をさせる3

大問 3をさせる4
⑴ のみ全員で考え， ～ は各自で
挑戦させる。

⑵ 4分経ったら黒板に4線（または1線）
を引いて答えを書き，答え合わせを
する。児童を前に出して書かせても
よい。

児童と一緒に，それぞれどんな単語にな
るかを絵を見て1つずつ確認しながら進
めていく。

教師：Cat，c，a，t。空欄には tが
 入りましたね。では catの3文
 字のうち 1文字だけを変えて
 can。What alphabet?

児童：N!

教師：Yes. Next. Canの 3 文字を
1文字だけ変えてman。What

 alphabet?

児童：M!

[æ] [e] [i] [ɑ] [ʌ]

[bʌs] [hǽnd] [píg] [pάt] [ég]



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

m p

h

h

m

p

b

n

f

d

m

p

b

b

b

f

b

g

t

m

p

m h

a e

o

a

o

o

e

e

o

o

a

i

a

u

i

a

o

u

o

i

a

a o

p n

t

t

p

t

d

t

x

g

t

g

g

g

g

n

x

m

p

x

n

n p

［順不同］

［順不同］

u a i o e

g do l

w

s

d

w

i

n

o

m

n

o

w

a n

t

n

m

p

o

h

t

a

d ke s

z oe r

s lm ei

音の足し算をして，いろいろな言葉作りを楽しもう。

大問 1をさせる1

大問 2をさせる2
⑴ 右の絵を見て，それらに合う単語を
できるだけたくさん作らせる。

⑵ 答え合わせをする。

⑴ 手やものさしなどで，9枚の絵を隠
すよう指示する。

⑵ 　　　  の順に音を足して，3文字の
単語を作らせる。

⑶ 手やものさしを外して，書いた単語
を表す絵が 9枚の中にあれば 1ポイ
ントとする。

⑷ 答え合わせをし，獲得ポイント数を
確認する。

指導
の手順

友達と教え合いながら，できるだけ
たくさんの単語を作ってみましょう。

できるだけたくさん作らせる。

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1・先生と答え合わせ 5 分

大問2・先生と答え合わせ 7 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

[pín] [hάt] [mάp]

[mǽp] [pén] [hǽt]

[pάt] [mǽn] [hάp]

[béd] [dɔ(ː)g] [bǽg] [fǽn] [tάp]

[nét] [mǽt] [bʌg] [bάks] [míks]

[fάks] [píg] [bíg] [gʌm] [pǽn]



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

ck

ch

sh

ck

sh

sh

ch

sh

ck

ck

ch

ck

魚

（柱・置き）時計

黒

エビ ひつじ

見る/腕時計

ラケット 教会

2文字で1つの音になる子
し

音
いん

を知り，読んだり書いたりできるようになろう。

本時のアルファベット
を確認する1

大問 2をさせる3

大問 1をさせる2
⑴ ～ の単語の中から，sh，ch，

ckを見つけて で囲ませる。
⑵ 児童に考えさせながら1つずつ読み，
日本語を書き込ませる。

⑴ DVDを再生し， ～ の発音をよく
聞かせる。

⑵ まで聞き終わったら，sh，ch，ckを

書き込ませる。

指導
の手順

声に出して読みながらやってみま
しょう。できたら隣の友達と確認し
ながら答え合わせをしましょう。

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 7 分

大問2・友達とチェック 5 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

DVDで sh，ch，ckの音を練習させる。

[fíʃ]

[klάk] [ʃrímp] [rǽkit] [ʃíːp] [tʃəːrtʃ]

[blǽk] [wάtʃ]



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

お父さん

ロケット

ひつじ

5番目 箸

昼食

シャベル 木曜日

ck

ch

sh

ck

sh

sh

ch

sh

ck

ck

ch

ck

魚

（柱・置き）時計

黒

エビ ひつじ

見る/腕時計

ラケット 教会

2文字で1つの音になる子
し

音
いん

を知り，読んだり書いたりできるようになろう。

本時のアルファベット
を確認する1

大問 2をさせる3

大問 3をさせる4

大問 1をさせる2
⑴ ～ の単語の中から，sh，ch，

ck，thを見つけて で囲ませる。
⑵ 児童に考えさせながら1つずつ読み，
日本語を書き込ませる。

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 7 分

大問2（・3）

・先生と答え合わせ
5 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

DVDで sh，ch，ck，thの音を練習さ
せる。

時間が余ったら，大問3をさせる。

⑴ DVDを再生し，リスニングクイズを
させる。

⑵ まで終わったら答え合わせをする。

DVDからは，
Number one.  Black.  Black.
                                        5秒
Number two.  Bookshop.

Bookshop.
              5秒
のように音声が流れるので，児童に
は単語が 2回聞こえたあとの 5秒間
で正しいほうを で囲ませる。

問題の進めかた

[fάːðər]

[rάkit] [fífɵ] [ʃʌvəl] [tʃάpstiks] [ɵəːrzdi]

[ʃíːp] [lʌntʃ]



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

cherry

golf

black

sunny

koala

tulip

swimming

basketball

絵や数字を見て英語を思い浮かべたり，正しく文字を読んだり書いたりできるようになろう。

大問1をさせる1

大問2をさせる2
oneから tenまでの単語を，それぞれの
文字列の中から探させる。

⑴ 正しい書き順で正しい位置に書けて
いるか，机間指導をして確認する。

⑵ 黒板に 4線（または 1線）を引き，児
童を前に出して答えを書かせ，答え
合わせをする。

⑶ ～ の残った単語の意味を，児童
に考えさせる。

指導
の手順

見つけられたら，近くの友達と答え
合わせをしましょう。

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1（・3）

・先生と答え合わせ
9 分

大問2・友達とチェック 3 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

[tʃéri]

[kouάːlə]

[t(j)úːlip]

[swímiŋ]

[bǽskitbɔːl]

[gάlf]

[blǽk]

[sʌni]



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

b d t b rd

p t s n d ks

fox king

corn piano

truck

bench

pumpkin

cherry

golf

black

sunny

koala

tulip

swimming

basketball

音とつづりの関係のまとめをしよう。わからないことはしっかり確認し，理解しておこう。

大問 1をさせる1

大問 3をさせる3

大問 2をさせる2
「ひとりでトライ」と同じ要領で進める。
（→ p.15 参照）

⑴ ～ まで解かせる。
⑵ 5 分経ったら近くの友達と本を交換
させ，1つ 1つの単語や文字をチェッ
クさせる。

★とその数を表す単語を線で結ばせる。

指導
の手順

文字がきちんと書けているか，厳し
くチェックしてあげましょう。気付
いたことはコメントを書いてあげま
しょう。

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 2 分

大問2 3 分

大問3・友達とチェック 7 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

[fάks]

[kɔːrn]

[trʌk]

[béntʃ]

[pʌm(p)kin]

[kíŋ]

[piǽnou]



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

tomato

bus

melon

train

pasta

taxi

candy

rocket

4

1

2

1

3

1

3

4

4

1

2

2

1

3

2

3

4

3

2

4

［順不同］

［順不同］

慣れ親しんだ単語について，音からつづりを考えよう。わからないことはしっかり確認し，理解しておこう。

大問 1をさせる1

大問 2の をさせる3

大問 3をさせる4

大問 2の をさせる2

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1・先生と答え合わせ 3 分

大問2・先生と答え合わせ 5 分

大問3 4 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

⑴ DVDを再生し，リスニングクイズを
させる。

⑵ まで終わったら答え合わせをする。

⑴ 指導書の解答の数字の順番に，担任
が出題する。

⑵ ①の答え合わせをして，児童が解き
方を理解したかどうか確認する。

⑶ ②～⑤を続けて行い，答え合わせを
する。

DVDからは，
Number one.  Map.  Map.
                                     5秒
Number two.  Can.  Can.
                                   5秒
のように音声が流れるので，児童に
は単語が 2回聞こえたあとの 5秒間
で正しいほうを で囲ませる。

Number one.  Friday.  Friday.
                                          2秒
Bus.  Bus.  Camera.  Camera.
             2秒                        2秒
Moon.  Moon.
                   2秒
のように単語を読み上げ，児童には
単語が 2回聞こえたあとの 2秒間で
　  に数字を書き込ませる。

問題の進めかた

問題の進めかた

[múːn]

[təméitou]

[désk]

[mélən]

[béntʃ]

[fráidi]

[tríː]

[iréisər]

[tǽksi]

[rάkit]

[bʌs]

[tréin]

[tʃɔːk]

[pάːstə]

[ʃάp]

[kǽm(ə)rə]

[tén]

[péipər]

[kǽndi]

[ɵríː]



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

b r t s v n

f

w

g

y

r

s t

m

f

l

k

n

tomato

bus

melon

train

pasta

taxi

candy

rocket

4

1

2

1

3

1

3

4

4

1

2

2

1

3

2

3

4

3

2

4

［順不同］

［順不同］

音とつづりの関係のまとめをしよう。わからないことはしっかり確認し，理解しておこう。

大問 1をさせる1

大問 3をさせる3

大問 2をさせる2

まとめ4

スポーツを表す単語と絵を線で結ばせ
る。

それぞれの4つの単語のうち，仲間外れ
の語がどれかを考えさせる。

指導
の手順

今日で「アルファベット」や「音とつ
づりの関係」の学習は終わりです。ア
ルファベットを正しい書き順で正し
い位置に書くこと，1つ 1つの音を
考えて読んだり書いたりすること。
これからも忘れずに頑張りましょう。

あいさつ・今回のめあて 2 分

大問1 5 分

大問2（・4） 4 分

大問3（・4） 3 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

「ひとりでトライ」と同じ要領で進める。
（→ p.15 参照）

[ténis]

[skéitiŋ]

緑

公園 ペンギン

コアラ キャンディー

鉛筆

赤

白 シマウマ

ピザ 机

ノート

[téibl tenis] [bǽskitbɔːl] [swímiŋ]

[dʒάgiŋ] [béisbɔːl] [sάkər]



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

c t o
d

g
p u s

t
a n t
rt i g e

z b r
p o t a t o

n
d

m a t o
l
f i s h

g
o
r
n

c
t

a

単語探しゲームやクロスワードゲームを楽しみながら，身についた力を実感しよう。

大問 1をさせる1

大問 2をさせる2

体の部位を表す単語6つを右のパズルの
中から探し， で囲ませる。

⑴ クロスワードパズルに挑戦させる。

⑵ 児童の様子を見ながら答え合わせを
し，2問目に進める。

指導
の手順

絵を見て，1つのマスに1文
字ずつアルファベットを埋めていき
ます。「たてのカギ」の1つ目は「モッ
プ」ですね。ではmopを縦に書き込
みましょう。他のマスも同じように
して，絵が表す単語が何かを考えな
がら上手に埋めていきましょう。

あいさつ・今回のめあて 1 分

大問1 3 分

大問2・先生と答え合わせ 10 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

[héd]

[ʃóuldər]

[hǽnd][tóu]

[άːrm]

[lég]



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

私は

ぼくは

あなたは 私は

・日本語は主語がなくても伝わる

・英語にするときは，主語が何になるか考えなければならない　など

c t o
d

g
p u s

t
a n t
rt i g e

z b r
p o t a t o

n
d

m a t o
l
f i s h

g
o
r
n

c
t

a

日本語と英語では語順がちがうということに気付き，伝わる英語を話したり書いたりできるようになろう。

「Gojun」の章で学んで
ほしいこと（めあて）を
確認する

1

p.33の大問 1をさせる3

「はじめに」の内容を
児童と一緒に確認する2

p.33の大問 2をさせる4
⑴ 黒板に，左のやりとりを書く。
 （黒字部分のみ）
⑵ 近くの友達と相談しながら，どこに
どんな主語が入るか考えさせる。

⑶ 黒板に　　　などを使って書き加え
させる。

日本語と英語では言葉を並べる順番がち
がう，ということに気付かせる。

日本語は主語が欠落しがちな言語であ
る，ということに気付かせる。

指導
の手順

言葉を並べる順番のことを
「語順」と言います。

「きのう，何してた？」「ゆうべのバ
ラエティ番組見た？ おもしろかった
よね」など，「～は」にあたる言葉は省
略してしまうのですね。

あいさつ・今回のめあて 2 分

p. 33

はじめに

大問1（・2）
6 分

p. 34

STEP 1

大問1・2
6 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

きのう駅で見かけたよ。どこに行ったの？

お母さんと買い物に行ったの。

何か買ってもらった？

新しいマフラーを買ってもらったよ。

よかったね。お母さんは何か買ったの？

何も買わなかったよ。

私は あなたは

私は

あなたは

私は

それは

お母さんは

  p. 33 は，p. 34 と合わせて1回分（15分）となります。



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

①

①

①

③

③

③

②

②

②

日本語と英語では語順がちがうということに気付き，伝わる英語を話したり書いたりできるようになろう。

「STEP 1」の内容を
児童と一緒に確認する5

p.34の大問 2をさせる7

p.34の大問 1をさせる6

指導
の手順

日本語では，主語はいろいろなとこ
ろに置くことができますね。よく読
んで，主語と動詞を見つけましょう。

あいさつ・今回のめあて 2 分

p. 33

はじめに

大問1（・2）
6 分

p. 34

STEP 1

大問1・2
6 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

  p. 34 は，p. 33 と合わせて1回分（15分）となります。



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

①

①

①

③

③

③

②

②

②

語順をマスターして，言いたいことを正しく伝えることができるようになろう。

「STEP 2」の内容を
児童と一緒に確認する1

大問 2をさせる3

大問 1をさせる2

⑴ 例文をいくつか考えて，黒板に 1つ
ずつ書く。

⑵ 児童を指名して，黒板に答えを書か
せる。

【出題文】
  I am watching TV.

  Mie is holding a cat.

  A rabbit is chasing a turtle.

  Kota is calling his mother.

  Ken is talking to Yumi.

～ が終わったら，答え合わせをする。 

指導
の手順

みなさん，「私はピアノをひきます」
は英語で何と言いますか？
…
そうですね，I play the piano.です
ね。ほら，「だれが」→「どうする」
→「何を」の順ですよね。

「だれが」「だれを」に注意して，よ
く聞きましょう。

児童と一緒に確認する

あいさつ・今回のめあて 2 分

STEP 2

大問1・先生と答え合わせ 7 分

大問2 5 分

まとめ 1 分

0

5

10

15

【大問2の文例】

・ぼくの弟は　たくさんのマンガを　持っています。

・お父さんは　印刷会社に　勤めています。

・5ひきの赤ちゃんを　うちのポチは　産みました。

例文は，「だれが」「どうする」「何を」
という構成の文にする。

注意すること

①

①

②

③

③

①

②

②

③



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

I have a big dog .

I .drink milk every morning

We .study English and math on Monday

Eri and I .watched a movie last Sunday

I .went to Asakusa yesterday

We played basketball in the gym after school.

Lisa had okonomiyaki in Osaka last summer.

語順に気をつけて，考えながら英語の文を作ってみよう。
順番を理解することで，長い文も読んだり書いたりできることに気付こう。

pp.34-35を開かせて
一緒に復習する1

大問 1をさせる3

副詞もつなげられる
ことを説明する2

「何を」のあとには「どこで（どこに）」や
「いつ」を表すことばもつなげることがで
き，その順番は「どこで（どこに）」→「い
つ」の順である，ということを説明する。

⑴ 機関車の絵をヒントにしながら語句
を並べかえさせる。

⑵ 机間指導をして，一人一人の理解度
をチェックする。

⑶ 時間が来たら，隣の友達と本を交換
させる。

⑷ 黒板に 4線（または 1線）を引いて答
えを書き，お互いにチェックさせ合う。

指導
の手順

大切なのは，34・35 ページで学習
したように，先頭の機関車は必ず「だ
れは（だれが）」で，次が石炭車の「ど
うする」だということです。その他の
情報は「何を」「どこで（どこに）」「い
つ」の順番でどんどん増やす
ことができます。

友達の答えがまちがっている場合は，
どうすればよいか教えてあげ
ましょう。

あいさつ・今回のめあて 2 分

pp.34-35の復習

大問1 7 分

先生と答え合わせ 5 分

まとめ 1 分
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NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE
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T h

F
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r n

s w

five

one

nine

six

two

ten

seven

three

eight

four

I have a big dog .

I .drink milk every morning

We .study English and math on Monday

Eri and I .watched a movie last Sunday

I .went to Asakusa yesterday

We played basketball in the gym after school.

Lisa had okonomiyaki in Osaka last summer.

慣れ親しんだ単語を読んだり書いたりしてみよう。自分に力がついたことを実感しよう。

大問 1をさせる1

大問 3をさせる3

大問 2をさせる2
⑴ の単語の発音を確認する。
⑵ 単語を完成させる。
⑶ 答え合わせをする。
⑷ ， も同じ要領で進める。

児童と一緒に，単語を1つずつ読んでい
く。

1から 10までの数を表す単語を，丁寧
に書き写させる。

指導
の手順

は［k
ク

]［l
ル

］［i
イ

］［p
プ

］，クリップですね。
は［b

ブ

］［l
ル

］［æ
ア

］，次はckで「ック」
なのでブラック，「黒」のことですね。

（ について）曜日は大文字で始めま
すね。他に大文字で始めるものには，
人の名前，地名，（1月，2月などの）
月の呼び方などがありましたね。

あいさつ・今回のめあて 1 分

大問1 3 分

大問2・先生と答え合わせ 8 分

大問3 2 分

まとめ 1 分
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[klíp]

[búk] [sʌndi] [sʌn]

[dάctər] [mʌndi] [múːn]

[páilət] [t(j)úːzdi] [stάːr]

[síŋər] [wénzdi] [kláud]

[vét] [ɵəːrzdi] [réin]

[tíːtʃər] [fráidi] [snóu]

[fl ɔːrist] [sǽtərdi]

[trʌk]

[réinbou]

[fíʃiŋ]

[sǽndwitʃ]

[blǽk]

[fi ftíːn]

[zíːbrə]

[bάksiŋ]

[ráis]

[stríːt]

[rάkit]

[kík]

[ɵəːrzdi]

[kláudi]

[kwíz]

[béntʃ]

[bənǽnə]

[strɔːberi]

[kɔin]

[ʃάːrk]

[wíndou]

[tént]

[dʒəpǽn]

[íŋglənd]

[tékstbuk]

[kǽmpiŋ]

[pénsl keis]



NOTE to SELF｜ 指導するなかで思いついたことをメモしておきましょう

TIME SCHEDULE

Hello.  My name is Hideyuki.  I'm eleven.

I like cats.  I like playing baseball.

I don't like cockroaches.  I don't like onions.

I can speak English.  I can dance very well.

Nice to meet you.  Thank you.

［作文例］

［作文例］

［作文例］

［作文例］

［作文例］

自己紹介の文を英語で書けるようになったことを実感しよう。友達と楽しく会話をしよう。

自己紹介の仕方を
確認する1

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 1 分

大問1（自己紹介文の作成） 8 分

大問2（自己紹介） 5 分

まとめ 1 分
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友達に会ったらまず，元気よく
Hello. と声をかけましょう。次に，
自分の名前です。大切な名前なので，
相手に聞き取りやすいようにゆっく
り言いましょう。好きなものや苦手
なものを伝えたら，最後はにこやか
に握手をして終えましょう。

クラスの友達と
おたがいに自己紹介させる3

自己紹介文を作成し，
練習させる2

教室内を歩き回って，友達とお互いに自
己紹介をさせる。自己紹介が終わるたび
に，自分の本に相手の名前を書いてもら
い，感想を伝え合うよう指示する。

⑴ 自己紹介文を作成させる。p.39 の語
彙などを参考に， や は自分の好
きなものや苦手なものについて，
は自分のできることについて書かせ
る。

⑵ 自己紹介文の作成が終わった児童に
は，声に出して練習するよう指示す
る。
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TIME SCHEDULE

Hello.  My name is Hideyuki.  I'm eleven.

I like cats.  I like playing baseball.

I don't like cockroaches.  I don't like onions.

I can speak English.  I can dance very well.

Nice to meet you.  Thank you.

［作文例］

［作文例］

［作文例］

［作文例］

［作文例］

授業で親しんできた単語を読んでみよう。1 文字ずつ音を足していくと何の単語かわかることに気付こう。

友達と教え合いながら
単語をチェックさせる1

指導
の手順

あいさつ・今回のめあて 1 分

Let’s Try! 13 分

まとめ 1 分
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⑴ 上から順番ではなく，慣れ親しんで
いるカテゴリーから始めてもよい。

⑵ 長くて難しいと感じる単語でも，1
つ 1つの音を丁寧に足し算していく
ことで，何のことか理解できるはず
であると励ます。

【長い単語を読むとき】
asparagus

a   s   pa   ra   gu   s
ア ス   パ   ラ   ガ   ス　

アスパラガス！

すでに学習してきているので，音の
足し算が簡単にできる単語もありま
すね。ではまず，ふだん日本語でも
よく使う Colorsの単語を
チェックしてみましょう。

長い単語も，すべて 1つ 1つの音が
つながって出来ています。友達といっ
しょに丁寧に読んでいきましょう。
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TIME SCHEDULE

英語で書かれた日記を読んでみよう。英語のリズムや強弱を意識しながら声に出して読もう。

My Summer Vacation
を読ませる1

My Junior High School
Lifeを読ませる2

My Summer Vacationと同じ要領で進
める。

⑴ 隣や近くの友達と一緒に読んでみる
よう指示する。

⑵ DVDを再生する。
 ▶ Listen carefully.
 　 DVDの音声を聞かせる。
 ▶ Listen and repeat.
 　 DVDの音声のあとに続いて
 　 1 文ずつリピートさせる。

 ▶ Let’s read together.
 　 DVDの音声と同時に読ませる。

指導
の手順

1つ 1つの単語の発音と同じように，
文全体のリズムや強弱が大切です。
よく聞いて，真似してみましょう。

 　 1 文ずつリピートさせる。

あいさつ・今回のめあて 1 分

My Summer Vacation 6 分

My Junior High School Life 7 分

まとめ 1 分
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